	大阪府河川整備審議会「平成30年度第２回治水専門部会」　傍聴者意見

	開　催　日　時

場　　　　　所
	平成31年３月19日　火曜日　午後６時00分から午後７時30分まで
ОММビル　地下１階ギャラリー

	（大阪市　中村氏）
発言内容
住之江区の中村です。２分って非常に短いので言いたいことが言えないのですが、まず、このタイトルが「洪水とまちづくり」になっていますが、ここは高潮も考えるべきなので、「洪水・高潮等を踏まえた治水とまちづくり」とすべきだと思います。

それから、このまちづくりというのは、都市計画の先生がおられるわけですけど、財産をつくることがまちづくりで、大阪府は特に副首都にすると言っているわけですから、この大阪府の河川整備を、人命を守ることを最優先とするということは間違いで、災害対策基本法のように、財産と人命を保護するということを基本にするというように訂正すべきだと思います。特にこの答申については、この文言があったのではまちづくりの答申にならないと思います。

それから、この資料の６ページのところに、従来は、「逃げる」「凌ぐ」施策を強化するとともに「防ぐ」施策を着実にとなっていたのが、今回は、「逃げる」「凌ぐ」「防ぐ」施策というように少し災害対策基本法に近づいた形になっていますが、やはりここは「防ぐ」「凌ぐ」「逃げる」と、ちゃんと「防ぐ」という認識をしていますよということをまず持ってくるべきだと。と申しますのも、御存じのように、昨年の大阪北部を震源とする地震で小学校のブロック塀が崩壊し子供が亡くなった事故は、まさに大阪府の防災に対する取り組みに対する「防ぐ」という考え方が薄弱だったことに起因していると私は思っています。

平成２９年の寝屋川流域の総合治水対策審議会、河川整備審議会や一昨年の大雨の報告のときにも、三大水門のあり方を真摯に検討した治水対策をすべきだという意見を述べたところです。ところが、この２月１８日に、三大水門を津波対策として新設することが公表されています。このことは、洪水を含めた治水対策の重大な問題です。

まず、この河川整備審議会の役割としては、河川整備計画をつくることですが、平成２７年２月５日の当審議会では、洪水対策として三大水門の副水門を補強し、西大阪地域の新しい津波防災防御計画について検討されるとありましたが、三大水門を新設するのであれば、当然、河川整備審議会で高潮対策を含めた真の治水対策を作成すべきだと思います。

近年、洪水を見れば、台風が来る前に前線が刺激され、集中豪雨が降り、その後、台風、大雨が降るということが主にあります。三大水門は、台風が来たとき、高潮が生じたとき閉鎖し、その後、２、３時間後に洪水が起きる前提で水門を開けるという治水対策になっていますが、本当に今のような洪水のときに、この三大水門は機能するのでしょうか。特に、台風が大型化して、水防法で言うように１メーターも水位が上がらなくても現在の計画値より１０センチ、２０センチ高い高潮が起きれば大被害が生じます。これは、今の洪水リスクとは全然異質なものが起きます。洪水と異なり、このような台風が来る気象は、一定続けば長雨が続きます。このようなことになれば、毎年、高潮被害が発生する可能性もあります。さらに、ひどいときでは、これが１年に何回も起きる可能性があります。このようなリスクをきちっと整理した上で、先ほど言いましたように、「治水とまちづくり」ということを議論すべきです。

つけ加えまして、三大水門を津波対策で使うことの問題点は、上流が守られ、下流が被害があっていいというような暴論で決められています。L１津波で越流しないような防潮堤のかさ上げや、水位上昇が起きにくいような滑らかな河床浚渫や、沖の防波堤の検討は何も取られてません。

また、熊本地震以降、大型地震が続けて起きるということに対策を行うとなっていますが、もし続けて台風が来れば水門下流は水位が上がり、非常に大きな被害が起きることになります。

また、水門は機械式防御施設なので、想定した外力には十分対応できますが、想定していない、あるいは想定したくない外力に対しては簡単に機能を喪失します。このようなリスクがたくさんある中で、安全性を増す津波対策ではなく、人災を起こすリスクのある津波対策は早急にやめることと、三大水門の新設は中止すべきです。洪水のみならず、高潮、津波を含めた「治水とまちづくり」を真摯に検討すべきだと思います。

本日、河川整備課長が来ておられるかどうか知りませんが、このようなことを大阪府はどう考えているかと電話しても出ていただけなく、また連絡をしても放ったらかしです。大阪府は、防災について、自助・共助が重要であると機会あるごとに説明されていますが、このような防災にかかる疑問点を放置したままで住民に防災意識は浸透しないと思います。

ブロック塀による死亡や関西空港の麻痺が起きたようなことが起きないよう、「防ぐ」ことを十分留意した、その重要性を留意した上で、その防災、その今言いました「治水とまちづくり」を進めてもらうとともに、もっと住民意見にも真摯に対応していただきたいと思います。


